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〈☆新着図書案内☆〉 今後も本が入荷予定です。春休み前に図書館をのぞいてみてね♪ 

『松岡修三の人生を強く生きる８

３の言葉』松岡修三/著（159 マ） 

 

うまくいかなくても、失敗して

も、「ＯＫ！ナイストライ！」 

（ｐ３５より） 

本当は消極的で心が弱い、という松

岡さんが、自分や人を応援してきた

言葉の数々です。読めば元気に！ 

『137 億年の物語』クリストファ

ー・ロイド/著（209 ロ） 

 

理系と文系が出会った、初めて

の歴史書（帯より） 

 

宇宙が始まってから今日までの歴史

を 24 時間の時計にあてはめ

たら、人類の登場は 

11 時 59 分！？ 

『日本人のためのピケティ入

門』池田信夫/著（331 イ） 

 

要するに何が書いてあるんです

か？ 

（ｐ12 より） 

ピケティ著『21 世紀の資本』のポイ

ントを、コンパクトにまとめたのが

この本。『21 世紀の資本』も後日入

荷予定です。 

『nature 科学』 竹内薫/監修

（450 タ） 

 

素晴らしき「知」の旅へ、ようこ

そ！（「はじめに」より） 

 

科学雑誌『ネイチャー』誌の名物解

説「News & Views」を日本語訳した

のが、本シリーズ。最

近の科学の歩みがわ

かる！ 

『いのちの花』向井愛実/著（645

ム） 

 

形が変わってしまっても、命とし

て続いてくれますように。 

（ｐ12 より） 

殺処分された動物の骨はゴミになる、

と知った女子高生たちは、立ち上がっ

た。「自分たちにできることはない

か？」 

 

『ほんとうの花を見せにきた』

桜庭一樹/著（913.6 サ）・』 

 

「バンブーにとってもっとも重い

罪は、人間と暮らすことです」 

 

少年「梗」を救ったのは、竹から生

まれた吸血鬼、バンブーだった。バ

ンブーと梗との奇妙な共同生活は、

やがて―。   

〈☆そのほかの新入荷本☆〉  ・『池上彰の世界の宗教が面白いほどわかる本』池上彰/著（B160 イ）

『日本国最後の帰還兵深谷義治とその家族』深谷敏雄/著（289.1 フ）・『高校生からのゲーム理論』松井

彰彦/著（S331 マ）・『オーロラの科学』上出洋介/著（451 カ）・『日本の恐竜図鑑』宇都宮聡/著（457 ウ） 

・『パンダ ネコをかぶった珍獣』倉持浩/著（489 ク）・『体幹力アップのコアトレーニング』木場克己/

著（780 コ）・『西川麻子は地理が好き。』青柳碧人/著（B913.6 ア）・『心霊探偵八雲 祈りの柩』神永学/

著（B913.6 カ）・『デュラララ！！ＳＨ』成田良悟/著（B913.6 ナ）・『サラの柔らかな香車』橋本長道/著（B913.6

ハ）・『地球上の全人類と全アリンコの重さは同じらしい』椎名誠/著（914.6 シ）などなど…。     

＊国語の教科書掲載作品『こころ』『山月記』『羅生門』朗読ＣＤ付文庫、入荷！ 

＊『チョコレートの歴史』『ミルクの歴史』など、食べ物歴史シリーズ、入荷！ 

〈☆図書館からお知らせ☆〉 

☆春休み期間 ３/２５（水）～４/６（月）は、閉館です  

休みの前に本を借りていってくださいね。冊数無制限、返却お日は始業式までです。 

☆今月の展示は・・・  

「東日本大震災から 4年」 と 「本屋大賞ノミネート作&話題の本」です。 

 

先日行った蔵書点検により、行方不明の本がたくさんあることがわか

りました。以下の本を持っている人、手続きせず持ち出した図書館の

本がある人は、至急、図書館に返却してください。困っています。 

 

・『アリストテレス』 ・『新聖書物語』 ・『テストの花道①②③』 ・『変形菌ずかん』 

・『料理のきほん練習帳』 ・『うまさのサイエンス』 ・『だれでもかんたん！ かわいい 

イラスト練習帳』 ・『コア本当の鍛え方。』 ・『うた恋い。④』 ・『試験によく出る 

「あさきゆめみし」』 ・『終物語（中）』 ・『少女不十分』 ・『クビキリサイクル』  

・『零崎人識の人間関係』 ・『スノードーム』 ・『ハリー・ポッターの魔法世界ガイド』  

・『頭がいい人の習慣術』 ・『脳死・クローン・遺伝子治療』 ・『悩む力』  

 ・『匂いをかがれるかぐや姫』 ・『理科系のための英文作法』ほか、多数。 

 

 ～図書部より～    

 ３学期の図書館は毎日３年生が閉館まで勉強していました。教科の勉強だけでなく、自分の進路に関

する情報を求めてやって来る生徒も多くいました。「今、医療現場（教育現場）では何が問題になって

いるのか」「海外留学のメリットは？」「小論文を書くときに気を付けることは？」などなど。面接や小

論文が課されている人たちです。たくさんの雑誌や本が貸し出し中となり、必要な本が返却されるのを

今か今かと待つ人もいました。また、毎日昼休みに新聞を読みにくる３年生もいました。卒業式前には

返却本が山のように積まれました。 

 面接や小論文に取り組んだ３年生が、「頭の中ではわかっているつもりでも、言葉で表現するのはむ

ずかしい」と言っていました。１０表現しようとしたら、１０の知識では無理です。５０も１００もの

知識や経験の土台があって初めて１０の表現が可能となります。ある作家が、半ページ分の表現を作る

ために数十冊の本や資料が必要だった、と述べています。また、同じ１０の表現でも、５０の土台があ

るものと、１００の土台があるものでは説得力がちがいます。面接や小論文の対策として、日頃から広

い視野を持って生活し、みずから情報を求める姿勢が必要なようです。この春休み、情報収集してみま

せんか。３年生が読んだ本も戻ってきていますよ。 



ニュース・ダイジェスト 
                          

平成26年度もあと数日です。いろんなことがあった一年でした。多くのニュースの中から、 

国内政治と世界情勢に分けて、主なニュースをまとめます。 

【国内政治】 

① 消費税５％から８％に（4 月） 

②「原発ゼロ」を転換（4 月） 

  政府が「エネルギー基本計画」を閣議決定。東京電力福島第一原発事故をふまえ、民主党政権

が策定した「原発ゼロ」政策を転換し、原発を主要な電源のひとつと位置づけ、再稼働を明記し

た。これを受けて、8 月に原子力規制委員会が九州電力 川内原発を「新規制基準に適合する」

との審査結果を発表し、原発の再稼働に向けて踏み出した。 

  

③集団的自衛権の閣議決定（7月） 

  安倍内閣は、憲法９条の解釈を変更して集団的自衛権の行使を容認すると決めた。集団的自衛

権とは、自国が攻撃を受けていなくても、他国同士の戦争に参加し、一方の国を防衛する権利。

これまでは「憲法上許されない」という見解が守られていたが、今後は自衛隊が海外での戦争に

参加することがあり得る。自衛隊の専守防衛の理念から逸脱し、自国を防衛する目的以外で武力

を行使することが可能となり、戦後日本の安保政策の大転換となった。 

 

④国連、日本にヘイトスピーチの法規制を勧告（8月） 

国連人種差別撤廃委員会は、日本政府に対しヘイトスピーチ（憎悪表現）に毅然と対処し、法

的規制を行うよう勧告した。東京や大阪を中心に在日韓国・朝鮮人を中傷するデモが活発になっ

ていることを受けての勧告。また「ネットを含めたメディア上でのヘイトスピーチをなくすため

に適切な措置をとること」なども求めた。 

 12 月には最高裁で、ヘイトスピーチを違法な人種差別とする判決が確定している。 

 

⑤「特定秘密保護法」が施行（12月） 

  国家機密の漏
ろう

えいに厳罰を科す特定秘密保護法（2013 年制定）が、施行された。政府が指定 

 

した特定秘密について、公務員が漏えいした場合最高懲役 10 年。政府に不都合な情報の半永久的 

な隠蔽
いんぺい

や、国民の「知る権利」侵害への懸念が根強いままの実施となる。 

 

【世界情勢】 

①ウクライナ情勢 

  ロシアの西に位置するウクライナでは、親ロシア派と親欧米派が対立。昨年 2月には政変が起

こり親欧米派の暫定政権が成立した。これに対し、親ロシア派の武装勢力は反発し、クリミア半

島（ウクライナの一部だが、ロシア系住民が多い）を制圧。クリミア半島では住民投票の結果、

ウクライナからの独立を宣言した。この地域はロシアにとっても軍事的・経済的に重要な地域で

あり、プーチン大統領はクリミア半島をロシアに編入することを宣言した。 

ウクライナでは、5月に大統領選挙が行われ、親欧米派のポロシェンコ氏が勝利した。９月に

ウクライナ政府と親ロシア派は停戦に合意したが、その後も戦闘は続いている。 

  

②イスラム過激派の乱立、拡大 

・「イスラム国」（IS） 

  イラク・シリアを中心に勢力を拡大。少数派教徒などの殺害や女性誘拐を繰り返すほか、外国

人を人質に取り身代金を要求。米国と有志連合は、「イスラム国」への空爆を実施している。日

本人では、湯川遥菜さんと後藤健二さんが人質となり、殺害された。 

・「パキスタン・タリバン運動（TTP）」 

 欧米の価値観を敵視し、襲撃やテロを繰り返す。2012 年に女子教育の重要性を訴えたマララ・

ユスフザイさん（昨年秋ノーベル平和賞を受賞）を銃撃した。 

・「ボコ・ハラム」 

 ナイジェリアで女性や子どもを拉致（昨年 4 月には 200 人以上の女子生徒を拉致した）。最近

は、女児や少女を使った自爆テロを繰り返している。 

 

 今年はイスラム過激派によるテロや事件が数多く報道されました。しかし、このような過激派はイス

ラムのごく一部の人たちです。彼らの活動により、他の穏やかなイスラム教徒が偏見にさらされている

という問題も起こっています。高校生の皆さんにはイスラム教について悪いイメージをすり込まれない

ようにしてほしいと思います。多くの情報を得て、自分の頭で判断できるようになってください。 

 

 

 


